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１．はじめに  

 2018 年 9 月 6 日の北海道胆振東部地震によって，北海道勇払郡厚真町を中

心にテフラ層すべりが多数発生した．この地域では，樽前 d 降下火砕堆積物

（以下，Ta-d1））や恵庭 a降下火砕堆積物（以下，En-a2））などの様々な降下火

砕堆積物が広く分布している．これらの降下火砕堆積物がすべり面を形成し

たと報告されているが例えば 3)，風化したテフラ層を含めて一連の物理的性質を

明らかにした報告はほとんど行われていない． 

 そのため，本論文では北海道勇払郡厚真町東和地区（以下，東和地区）で採

取した試料を対象に，各種物理試験，粒度試験，飽和透水試験および液性・塑

性限界試験を実施し，降下火砕堆積物の物理的性質を，現地調査の内容と合わ

せて報告する． 

２．現地調査 

 本論文では東和地区で発生したテフラ層すべりを対象に，現地 

調査を 2019 年 9 月 14 日～17 日および 2020 年 11 月 13 日に実施

した．前者の現地調査で観察された層序・層厚を図-1に示す． 

図-1に示す降下火砕堆積物は，物理的性質を把握するために，

内体積 100cm3，内径約 5cm，高さ約 5cmの採土円筒を用いて乱れ

の少ない試料およびスコップを用いて乱した試料を採取した． 

2020 年の現地調査は，2019 年に観察された露頭からおよそ 5m

離れた地点で実施した．その際，クリーム状風化とは異なる風化

特性を持つ褐色風化 Ta-dが観察され，それぞれの試料の写真を図

-2に示す．そのため筆者らは，クリーム状風化 Ta-dおよび褐色風

化 Ta-d の異なる風化特性を持つ降下火砕堆積物の物理的性質を

把握する必要があると考えた．そして，採取した降下火砕堆積物

の物理的性質を把握することができれば，東和地区に堆積してい

る降下火砕堆積物の物理的性質を把握することができる． 

３．土の物理的性質 

（１）各種物理試験 

各種物理試験結果を表-1に示す．2020年の露頭観察で新たに確認された褐色風化 Ta-d以外の降下火砕堆積物は，

2019年に採取した試料である．試験を実施したすべての試料において，乾燥密度が小さく，間隙比が大きいことが

分かる．特に Ta-d (上) は乾燥密度が 0.259g/cm3で顕著に小さい値を示した．また，クリーム状風化 Ta-d，褐色風化

Ta-dおよび Ta-d (上) は高含水比を示し，非常に水分を多く含んでいるものの，不飽和状態であった． 

図-1 東和地区で 

観察された層序・層厚 

クロボク 6cm 

Ta-c 20cm 

クリーム状風化 

Ta-d 38cm 

Ta-d (上) 42cm 

Ta-d (下) 42cm 

En-a起源ローム 40cm 

Ta-d起源ローム 43cm 

(a) クリーム状風化 Ta-d (b) 褐色風化 Ta-d 

図-2 試料の写真 

表-1 降下火砕堆積物の各種物理試験結果 
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（２）粒度試験 

粒度試験は，撹乱試料を炉乾燥させ，団粒化した試料を木槌でと

きほぐして試験を実施し，粒径加積曲線を図-3に示す． 

Ta-d (上) および Ta-d (下) は粗粒分（粒径 0.075mm以上）を多く

含む試料であり，特に，Ta-d (上) は細粒分（粒径 0.075mm未満）

を全く含んでいなかった．また，Ta-d (上) は粒径幅の狭い範囲の

粗粒分で構成されている試料であることから，特に緩い状態で斜面

に存在していることが分かる．また，Ta-dは風化すると，クリーム

状風化 Ta-dおよび褐色風化 Ta-dのように，細粒分を含むことが分

かる． 

（３）飽和透水試験 

 飽和透水試験は，現地で乱れの少ない試料として採取した試料

を，飽和させた後，試験を実施した．飽和透水試験によって得られ

た飽和透水係数と間隙比との関係を図-4 に，飽和透水係数と細粒

分含有率との関係を図-5にそれぞれ示す．  

 一般的に試料の間隙比が大きいほど，飽和透水係数も大きくなる

傾向を示す中で，この試験においても図-4より，降下火砕堆積物の

間隙比が大きいほど飽和透水係数も大きくなる傾向が見られた． 

また，一般的に試料の細粒分含有率が大きいほど，飽和透水係数

は小さくなる傾向を示す中で，図-5で Ta-d (上) および Ta-d (下) は

そのような傾向が見られた．一方で，クリーム状風化 Ta-d および

Ta-d (下) では，細粒分含有率が大きく異なるが飽和透水係数は同

様な傾向を示しているため，風化特性が飽和透水係数に与える影響

を今後検討していく必要がある． 

（４）液性・塑性限界試験 

 液性・塑性限界試験で得られた結果を表-2に示す．試験を実施し

た試料のうち，クリーム状風化 Ta-d の液性限界および塑性限界が

他の試料と比較して大きな値を示しており，圧縮性が非常に大きい

試料である． 

４．まとめ 

 本論文では，東和地区で発生したテフラ層すべりを対象に，東和地区で採取した試料を用いて，各種物理試験，

粒度試験，飽和透水試験および液性・塑性限界試験を行い，降下火砕堆積物の物理的性質を把握した．今後は，降

下火砕堆積物の風化特性およびせん断特性を把握し，それらがテフラ層すべりに与える影響について検討していく． 
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図-3 降下火砕堆積物の粒径加積曲線 
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図-4 飽和透水係数と間隙比の関係 
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図-5 飽和透水係数と細粒分含有率の関係 

表-2 液性・塑性限界試験結果 
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